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災害対応マニュアル 
 

大地震（震度５弱以上）・自然災害発生・警報発表等 
 

 

災害対応マニュアルⅠ  

[大地震発生時の対応] 
 

災害対応マニュアルⅡ 

[登下校に関する対応] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭市立萬歳小学校 
<☎０４７９－６８－２０２７> 



災害対応マニュアルⅠ 
 

 
      

 

 

⑴緊急地震速報や初期微動を察知したらすぐに行動します。 

 ※萬歳小では緊急地震速報を聞いたら、すぐに身を守る行動をするよう避

難訓練を実施しています。 

 

⑵大きな揺れから身を守ります。 

 ・防災頭巾等で頭部を守ります。        

 ・「落ちてこない・動いてこない・倒れてこない」場所に避難します。 

教室 机の下に入ります。 

家庭科室 調理器具から離れます。 

理科室 実験器具から離れます。 

校庭 崖から離れ南側に避難します。 

体育館 照明器具の下を避けます。 

廊下 ガラス窓から離れます。 

トイレ ドアを開け避難路を確保します。 

 

⑶安全な場所に避難します。 

 ・揺れが収まったら体育館に避難します。 

 ・防災頭巾かヘルメットをかぶります。 

 ・足をけがしないために靴を履きます。 

 

⑷避難場所では静かに待ちます。 

 ・安全確認や点呼が行われます。 

 ・放送や指示をよく聞きます。 

 

⑸保護者に引き渡します。 

 ・震度５弱以上で引き渡しを実施します。 

 ・スクールメールで引き渡しの連絡をします。 

 

⑹指定避難場所 

・２区・３区 

・４区・関戸区 

萬歳小学校 

 

大地震時に避難場所に

なります。 

・１区・溝原区 

・櫻井区 

萬歳地区多目的研修センター 大地震と風水害時に避

難場所になります。 

地震の合言葉 

・お－おちてこない 

・う－うごいてこない 

・た－たれてこない 

・く－くつをはいて 

避難の合言葉 

・お－おさない 

・か－かけない 

・し－しゃべらない 

・も－もどらない 

大地震から身を守るには 

☞地震発生から３分間生き延びることです。 

体育館に避難する理由 

 体育館は耐震化され、一

階部分を駐車場にするこ

とで土砂崩れにも対応し

た構造となっています。

そのため、避難所に指定

されています。 



災害対応マニュアルⅡ 
大地震発生や警報発表時の対応 
 

【登校前】 
○基本的に自宅待機となります。 

 ・スクールメールで自宅待機の指示があります。 

 ・停電等によりスクールメールを送信できない場合があります。スクール 

メールによる連絡がなくても、下記の場合は自宅待機となります。 

 ・自宅待機はお休みではありません。家庭で学習しながら学校からの連絡を

待ちます。 

○自宅待機となる場合 

 ・旭市に震度５弱以上の地震が発生した場合。 

 ・千葉県北東部に大雨警報・暴風警報が発表されている場合。 

 ・通学路の破損で登校が困難な場合。 

 ・不審者や犯人の逃走、潜伏の恐れがある場合。 

○保護者の判断で自宅待機となる場合 

 ・警報が発表されていなくても、大雨・強風・道路の冠水・崖崩れ等で登

校が困難と判断した場合。 

 ・自宅待機や登校を遅らせる場合は、学校への連絡をお願いします。 
 

【登下校中】 
○登下校中に大地震や風水害が発生した場合 

・自宅に近い場合は、身の安全を守り自宅へ帰ります。 

・学校に近い場合は、学校に行き、指示に従って行動します。 

・状況によっては、子ども１１０番の家に一時避難します。 
 

【登校後】 
○引き渡しとなります。 

・スクールメールにより下校時刻をお知らせします。 

・スクールメールが送信できない場合、電話連絡網でお知らせします。 

・本校の体育館で学級ごとに引き渡します。 

・体育館の下が駐車場です。 

・引き渡しカードを持参してください。引き渡しカードがない場合、同居し 

ていない方には引き渡すことができません。 

・引き渡し指定時刻前に迎えに来た場合も引き渡します。 

・引き渡し指定時刻から１５分経過した場合は、電話連絡します。 


